【臨床開発職の職務経歴書】

職務経歴書

20××年××月

氏名 添付 太郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　200×年○月○日

【　職務概要　】

●●大学部薬学部薬学科卒業、同大学院薬学研究科修了後、○○製薬株式会社に入社。臨床開発部に所属し、ＣＲＡとして■■薬の開発に携わる。その後、××薬開発プロジェクトにおけるサブリーダーを経て、現在はプロジェクトリーダーとして、▲▲薬の開発に従事。

【　職務経歴　】

○○製薬株式会社入社（199×年4月～現在）
　　事業内容：医療用医薬品の製造・販売

　　資本金：10億円　/　売上高：1000億円　/　社員数：1900名


200×年4月　　××領域▲▲薬開発プロジェクト（ＰｈａｓｅⅡ～Ⅲ）
～現在　　　　　　職位：プロジェクトリーダー（メンバー15名）

　　　　　　　　　試験実施計画書立案、試験計画に関する当局との折衝、

　　　　　　　　　治験総括医師等との折衝、社内関係部署との連絡・調整、ＣＲＯとの調整・折衝、

　　　　　　　　　スケジュール及び予算・人員配置管理、メンバーの育成・指導、


199×年10月　　●●領域○○薬開発プロジェクト（ＰｈａｓｅⅡ）
～200×年3月　　職位：チームリーダー（メンバー8名）

　　　　　　　　試験実施計画書立案、試験実施医療機関の選定、治験依頼

　　　　　　　　モニタリング（5施設、30症例担当）、メンバーの育成・指導

199×年7月　　●●領域■■薬開発プロジェクト（ＰｈａｓｅⅡ）
～199×年9月　　職位：ＣＲＡ

　　　　　　　　　モニタリング（3施設15症例担当）、症例報告書作成、治験薬搬入・回収

【資格・語学】

　薬剤師資格　（199×年）

　TOEIC　750点　（200×年）

【志望動機・自己ＰＲ】

プロジェクトリーダーとして、治験の立ち上げから終了まで、一連の業務について幅広く経験しております。正確・迅速なプロジェクトの遂行のため、組織を最大限活かす運営にも努めてまいりました。新ＧＣＰ移行時には社内ＳＯＰの作成業務に携わり、講師として社内教育を実施いたしました。

現在の担当プロジェクト終了後は、別領域のプロジェクトを担当する可能性が高く、これまでのキャリアを存分に活かせる環境ではありません。××領域を主力とする御社において、より専門性を高めていきたいと考え、志望させていただきました。















